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お記 

'I良 I司五所 IUI京 J首路開J童 
、与驚雄野頭か嘉郵嚇襲尋～一“" 

園
国
土
交
通
鍋
 卵
北
地
方
整
備
局
 

念
願
の
高
規
格
幹
線
道
路
が
部
分
開
通
 

本
市
も
高
速
交
通
網
に
 

仲
間
入
り
し
新
時
代
が
到
来
H
】
 

ー
津
軽

自
動
車
道

浪
岡

五
所

川
原
道
路
一

部
供
用
開
始
5
 

平
成
六
年
度
に
工
事
着
手
し
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
た
津
軽
自
動
車
道
浪
岡

五
所
川
原
道
路
の
一
部
（
浪
岡
イ
ン
タ
 

ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
五
所
川
原
東
イ
ン
タ
 

ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
の
八
・
ー
キ
ロ
メ
ー
 

ト
ル
）
が
完
成
し
、
十
一
月
二
十
五
日
、
 

起
点
の
浪
岡
町
徳
才
子
で
開
通
現
地
式

典
が
行
わ
れ
、
同
日
午
後
二
時
か
ら
一

部
供
用
が
開
始
し
ま
し
た
。
 

式
典
に
は
、
浜
口
達
男
国
土
交
通
省

東
北
地
方
整
備
局
長
、
木
村
守
男
県
知

事
、
津
軽
自
動
車
道
建
設
促
進
期
成
同

盟
会
長
の
成
田
市
長
を
は
じ
め
関
係
者

約
百
三
十
人
が
出
席
し
、
花
火
を
合
図

に
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、
く
す
玉
の
開
披
が

行
わ
れ
、
市
内
福
山
の
五
所
川
原
東
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
ま
で
車
で
渡
り
初
め

を
し
て
同
道
路
の
一
部
供
用
開
始
を
祝

い
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
会
場
式
典
が
プ
ラ
ザ
マ
リ

ュ
ウ
五
所
川
原
で
行
わ
れ
、知
事
が
「今

日
の
開
通
が
地
域
の
発
展
に
と
っ
て
大
 
 

き
な
弾
み
と
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
、
 

市
長
も
高
規
格
幹
線
道
路
誘
致
に
奔
走

し
た
当
時
を
振
り
返
り
な
が
ら
開
通
の

波
及
効
果
に
期
待
を
寄
せ
、「道
路
の
延

伸
で
地
域
の
活
性
化
が
は
か
ら
れ
、
鯵

ケ
沢
町
ま
で
の
早
期
全
線
開
通
が
望
ま

れ
ま
す
」
と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

今
回
の
一
部
供
用
開
始
に
よ
り
、
本

市
は
念
願
で
あ
っ
た
高
速
交
通
網
（
の

仲
間
入
り
を
果
た
し
た
も
の
で
あ
り
、
 

記
念
す
べ
き
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
 

開
通
式
典
に
先
立
ち
十
一
月
十
日
、
 

一
部
供
用
開
始
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト

が
中
央
公
民
館
の
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
県
内
各
地
か
ら
集
ま
っ
た

約
百
名
の
参
加
者
は
、
司
会
を
務
め
た

オ
リ
ン
。ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト
で
タ
レ
ン

ト
の
池
谷
幸
雄
さ
ん
と
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア

ウ
ト
や
キ
ッ
ク
タ
ー
ゲ
ッ
ト
な
ど
の
ゲ
 

ー
ム
、
津
軽
自
動
車
道
に
ち
な
ん
だ
〇
 
 

×
ク
イ
ズ
に
挑
戦
し
、
楽
し
み
な
が
ら

新
道
路
へ
の
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
そ

の
後
、
参
加
者
み
ん
な
で
五
所
川
原
東

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
道
路
沿
い
に
オ

オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
苗
木
を
植
樹
し
、
苗

木
の
成
長
と
と
も
に
地
域
振
興
と
早
期

全
線
開
通
を
祈
念
し
ま
し
た
。
 



ー部供用 
開始区間 

く 	＞ 

青森五所川原線 
なみおか こ しよ がわらどう ろ 

浪岡五所川原道路＞  

っ
か
ん
 
じ
 ど
『
つ
し
ゃ
ど
・つ
 

ひ
ろ

さ
き
せ
ん
 

！
貝自
動
車
道

（弘
」
削線
）
 

一
 

」
郎
に
 

あおもり こ しょ が わらせん 

僑熊か 
つ がる じ どうしゃど 

津軽自動車道 

認 

・事業着手（県の事業） 

平成 5 年度 ・直轄権限代行として

事業化（国の事業） 

・用地着手 

平成 6 年度 ・工事着手 

平成14年度 ・浪岡ー五所川原東イ

ンターチェンジ間の

完成及び一部供用開

始 

～これまでの歩み～ 

昭和62年度 ・津軽自動車道予定路

線決定 

昭和63年度 ・津軽自動車道建設促

進期成同盟会が発足

平成元年度 ‘基本計画の承認 

平成 3 年度 ・浪岡五所川原道路に

ついて整備計画の承 
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何
で

も

Q
&
A
 

Q
「
躍
幹
線
道
路
っ
て
 

A

嬉
羅
簿
讐
 走

行
で
き
る
よ
う
、
質
の
高
い
規
格
で

整
備
さ
れ
た
道
路
で
す
。
 

Q
 津軽

自
動
車
道
っ
て
 

な
に
？
 

東
北
縦
貫
自
動
車
道
弘
前
線
の

浪
岡
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
か
ら
本
 
 

り
鯵
ケ
沢
町
ま
で
を
結
ぶ
延
長

の
新
設
の
高
規
格
幹
線
道
路
で
、
 

山道
m
号
の
自
動
車
専
用
道
路
」
 

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

浪
岡
五
所
川
原
道
路
っ
て
 

な
に
？
 

津
軽
自
動
車
道
の
う
ち
、
浪
岡

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
五
所

川
原
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
経
由
し

市
内
太
刀
打
の
五
所
川
原
イ
ン
タ
ー
チ

エ
ン
ジ
（
仮称
）
に
至
る
1
5・7
b
の
部

分
で
す
。
五
所
川
原
東
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
か
ら
五
所
川
原
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
（仮
称
）
ま
で
の
区
間
の
7
・6
b
は

現
在
工
事
中
で
す
。
 

Q
監
“
月
局気

て
 

！
建
設

中
の
高
規
格
幹
線
道
路
の
 

l

一
部
が
完
成
し
通
行
可
能
と
な

っ
た
た
め
、
少
し
で
も
早
く
部
分
開
通

し
て
皆
さ
ん
に
使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

で
す
。
 

「
」1
、
通
行
料
金
は
 

一
）
．
、
 
徴
収
さ
れ
る
の
？
 

無
料
で
す
。
浪
岡
五
所
川
原
道

路
が
完
成
す
る
ま
で
に
利
用
状
 

況
調
査
を
行
い
、
通
行
料
金
徴
収
を
は

じ
め
片
道
二
車
線
へ
の
拡
幅
の
必
要
性

な
ど
を
検
討
し
ま
す
。
つ
ま
り
当
面
は

無
料
で
、
完
成
後
の
有
料
化
が
決
ま
っ

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

、
 

Q
庭
難
告
熱
か
き
る
の？
 

●
 

高
規
格
幹
線
道
路
は
自
動
車
専
 

l

用
道
路
で
高
速
交
通
使
用
に
限

ら
れ
る
た
め
、
残
念
で
す
が
利
用
で
き

ま
せ
ん
。
 

一、J
、
開
通
に
よ
り
 

ノ、
 
な
に
が
変
わ
る
の
っ
 

距
離
の
短
縮
と
な
だ
ら
か
な
坂
 

道
や
緩
や
か
な
カ
ー
ブ
で
、
移

動
時
間
が
短
縮
し
、
通
行
も
容
易
と
な

っ
た
た
め
、
人
的
交
流
が
進
み
生
活
圏

が
拡
大
し
た
り
、
農
林
水
産
物
の
鮮
度

維
持
で
市
場
が
拡
大
し
た
り
、
工
業
団

地
な
ど
へ
の
企
業
立
地
が
誘
発
さ
れた

り
、
高
度
な
医
療
施
設
へ
の
高
速
搬
送

が
促
進
さ
れ
救
急
医
療

・
防
災
対
策
の

広
域
連
携
が
充
実
し
た
り
、
広
域
観
光

ル
ー
ト
が
形
成
さ
れ
る
な
ど
の
効
果
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
 

A 

A A A 

‘
 
自
転
車で
走
っ
た
り
、
 

A A 
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い
ざ
と
い
う
時

の
た
め
に
 

日
赤
奉

仕
団
五
所
川
原
分
団
 

炊
き
出
し

訓
練
 

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
健
康
づ
く
り
 

!J

』
I

？
、o！
、
 ノ
ソ
」】
」
，
、
 

!
rI

‘
《
ノ
．ノ
 
、
！く
，
,
t
 

農
林
水
産
大
臣

感
謝
状
伝
達
 

農
林
水
産
業
の
統計
調
査
に
長
年

協
力
し
た
人
に
贈
る
農
林
水
産
大
臣

感
謝
状
伝
達
式
が
十
一
月
十
八
日
、
 

青
森
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
本

市
か
ら
原
子
の
伊
藤
博
さ
ん
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
 

伊藤 博氏（原子） 

農業経営統計調査 

職員からの説明を受けながら真剣に取り組む参加者。 
「ふーんこういうふうにやるんだ～」 

 

善
意
の
花
か
こ
 

 

十
一
月
十
八
日
、
日
赤
奉
仕
団
五
所

川
原
分
団
（
松
橋
キサ
分
団
長
）
は
、
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
 
「
災害
用
炊
飯
器
」
に
よ
る
炊
き
出

し
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
、
災
害
時
に
水
道
が
断
水
し

た
場
合
な
ど
を
想
定
し
炊
き
出
し
活
動

が
迅
速
か
つ
的
確
に
で
き
る
よ
う
に
と

今
回
初
め
て
実
施
し
た
も
の
で
す
0
 

約
六
十
人
の
団
員
と
子
ど
も
会
役
員

た
ち
は
日
赤
県
支
部
職
員
の
説
明
を
受
 
 

け
な
が
ら
ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
と
呼
ば
れ
る

特
殊
な
袋
に
米
と
水
を
入
れ
、特
殊
な

鍋
で
三
十
分
煮
て
ご
飯
を
作
り
ま
し
た
。
 

用
意
し
て
お
い
た
豚
汁
と
一
緒
に
試

食
し
た
参
加
者
か
ら
は
、尋
一外
と
お
い

し
い
ね
」
と
好
評
e
声
が
あ
が
っ
て
い

ま
し
た
。
 

米
と
水
が
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
ハ
イ
ゼ

ッ
ク
ス
を
使
っ
て
炊
き
出
しが
で
き
る

た
め
、
災
害
発
生
時
に
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
 

十
一
月
三
十
日
、市
民
軽
ス
ポ
ー
ツ

の
集
い
が
市
民
体
育
館
で
行
わ
れ
、
小

学
校
低
学
年
か
ら
八
十
歳
代
の
お
年
寄

り
ま
で
約
二
百
五
十
人
の
参
加
者
で
賑

わ
い
ま
し
た
。
 

軽
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
健
康
や
体
力

の
保
持
増
進
を
図
り
な
が
ら
誰
で
も
気

軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
を
普
及
さ
せ

よ
う
と
市
生
涯
ス
ポ
ー
ッ
推
進
協
議
会
 

（成
田
博
昭
会
長
）
が開
催
し
今
年
で
八

回
目
に
な
り
ま
し
た
。
 

参
加
者
は
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

や
ニ
チ
レ
ク
ボ
ー
ル
な
ど
で
勝
敗
に
関

係
な
く
楽
し
く
遊
び
ま
し
た
。
 

特
に
竹
の
上
を
跳
ね
る
競
技
バ
ン
ブ
 

ー
ダ
ン
ス
で
は
、
中
央
小
学
校
の
チ

ー
 
 

ム
が
周
囲
か
ら
の
手
拍
子
に
応
え
千

百
七
十
八
回
も
跳
び
ま
し
た
。
指
導
し

た
、
七
戸
右
文
先
生
は
、「
一
週
間
の
練

習
で
こ
こ
ま
で
出
来
ま
し
た
。
が
ん
ば

れ
ば
短
い
練
習
で
も
で
き
る
ん
で
す
。
 

よ
く
が
ん
ば
り
ま
し
た
」
と
子
ど
も
達

を
ほ
め
た
た
え
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
 

同
協
議
会
で
は
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
の
で
興
味
の
あ
る
方
は
教
育
委
員
会

ス
ポ
ー
ッ
健
康
課

（
内
線5
6
1
）
ま

奪

」
連絡
く
だ
さ
い
。
 

5
ど
う
も
あ
り
がと
う
こ
ざ
い
ま
し
た
5
 

⑥
社
会
福
祉
協
議
会

へ
 

〇
五
所
川
原
第
ニ
中
学
校P
T
A

（
中

川
敦
人
会
長
）
H

一
万
二
千
三
百
七

十
円

（
文
化
祭
バ
ザー
益
金
）
。
 

〇
五
所
川
原
市
生
活学
校
（
山
谷
松
栄

代
表
）
H

一
万
円
。
 

〇
栄
幸
園
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
幸
の
家
 

H
五
千
円
（
バ
ザー
益
金
）
。
 

〇
五
所
川
原
市
朝
市
の
会
（
三
上
昭代

表
）
H
五
万
円
。
 

⑨
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ

〇
黒
石
市
遠
光
寺
（
江利
山
義
隆
住
職
）
 

・

五
所
川
原
市
法
永
寺
（
小
山
田顕
裕

住
職
）
 

・

中
里
町
弘
法
寺
（
三
浦
泰
昭
副
住
職
）
 

・

藤
崎
町
法
光
寺
（
津
軽
階至
副
住
職
）
 

・

青
森
市
台
徳
寺
（佐
々
木
尭
慶
住
職
 

H
慰
問
（
法
要
、法
話
、幻
燈
機
ス
ラ

イ
ド
鑑
賞
）
、寄
贈
（
どら
焼
き
、
シ

ュ
ー
ク
リ
ー
ム
入
り
お
菓
子
七
十
袋）
。
 

〇
五
所
川
原
市
立
鶴
ケ岡
小
学
校
（
楠

美
和
子
校
長
）
H
慰
間
（
三
年
か
ら

六
年
生
十
五
人
によ
る
合
唱
・
ゲ

ー
 

ム
）
、寄
贈
（
折
鶴
）
。
 

⑨
立

俣
武
多
の

館
へ
 

〇
あ
お
も
り
信
用
金
庫
昭
和
パ
ー
ル
会
 

（小
田
川
政
司
会
長
）
n
三
R
七
千
1
1
1
 

百
四
十
八
円
（
忘
年
パ
ー
テ
ィ
ー
チ

ャ
リ
テ
ィ
ー
益
金
）
。
 



 

祝
十
周
年
 

 

こ
れ
か
ら
も
五
所
川
原
を
 

P
Rし
て
く
だ
さ
い
 

「
わ
・
五
所
川
原
会
」
総
会
開
催
 

ー
‘
春
か
嶋
寿曜
粉ま
覧
 

観
光
を
産
業
に
お
も
て
な
しの
心
を学
ぶ
 

つ
が
る
西
北五
広
域
観
光
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 ー -. ＋申‘＋く→◆ト叫’" 	* ， 、’ * →＋→~→◆、→＋→＋与→申→◆→＋r→，・→サ 

「立
侵
武
多
で
活
性
化
を
図
り
た
い
」
、
 

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
メ
ー
ル
の
杉
津
む
つ
子

代
表
取
締
役
社
長
は
、「東
北
新
幹
線
は

や
て
の
開
業
を
お
祝
い
し
地
域
住
民
あ
 

る
“
お
も
て
な
し
の
心
一
を
素
直
に伝

え
る
方
法
を
訴
え
る
と
会
場
に
集
ま
っ

た
お
客
さ
ん
は
しき
り
に
う
な
ず
い
て

い
ま
し
た
。
 

●
 

・
H
ま
と
す
〈
貞
ー
ワ
・
 

馴
 
ー

あ
な
た
か
か
ーつ
つ
か
る
瞬
叱
断
寺
七

…
 
《
 

‘
催
 

》
主
 

「
 

開
 

句
 

び
 

ソ
 

しきりに身振り手振りで話す
阿部さん 

平成14年12月15日 5
 

→，軍H 

十
一
月
十
七
日
、
東
京
の
グ
ラ
ン
ド

ヒ
ル
市
ケ
谷
に
お
い
て
 
「わ

・
五
所川

原
会
」
 
の
総
会
が開
催
さ
れ
、
会
員
な

ど
約
百
五
十
名
が
出
席
し
ま
し
た
。
 

同
会
は
、
当
市
出
身
者
及
び
市
に
ゆ
 
 

か
り
の
あ
る
方
で
構
成
さ
れ
、
首
都
圏

に
在
住
す
る
人
た
ち
が
会
員
と
な
っ
て

い
ま
す
。
 

総
会
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、設
立

十
周
年
を
記
念
し
た
鏡
割
り
が
行
わ
れ
、
 

成
田
市
長
が
「
こ
 

れ
ま
で
以
上
に
五

所
川
原
を
P
R
し

て
く
だ
さ
い
」
 
と

あ
い
さ
つ
を
述
べ

ま
し
た
。
 

会
場
は
、
ゲ

ー
 

ム
で
市
の
特
産
品

を
会
員
に
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
な
ど
大

盛
況
で
、
ま
た
あ

ち
ら
こ
ち
ら
か
ら

久
し
ぶ
り
に
話
す

津
軽
弁
で
大
い
に

盛
り
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。
 

ま
た
、
同
会
か

ら
は
、
立
侵
武
多

の
館
建
設
資
金
に

と
十
一
万
千
二
百

十
五
円
の
寄
付
を

受
け
て
い
ま
す
。
 

十
一
月
二
十
七
日
、
オ
ル
テ
ン
シ
ア

に
お
い
て
「
つ
が
る
西
北
五
広
域
観
光

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
（つ
が
る
西
北
五
広
域

連
合
主
催
）
を
開
催
し
、
行
政
や
観
光

施
設
関
係
者
ら
約
二
百
人
が
観
光
客
を

迎
え
る
「
お
も
て
な
し
の
心
」
 
につ
い

て
考
え
ま
し
た
。
 

第
一
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィス
カ
ッシ
ョ
ン

で
は
津
軽
地
吹
雪
会
の
角
田
周
代
表
を

進
行
役
に
し
て
地
元
e
観
光
振
興
へ
の

そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を
述
べ
合
い
ま
し
た
。
 

市
観
光
協
会
長
の
寺
田
春
一
さ
ん
は
、
 
 げ

て
お
客
様
に
ウ
エ
ル
カ
ム
と
言
い
た

い
」
、藤
川
あ
き
つ
さ
ん
は
、「旅
行
者

の
目
で
地
元
を
見
つ
め
よ
い
と
こ
ろ
を
 

P
R
し
た
い
」
な
ど
様
々
な
意
見
が
で

て
観
光
を
み
んな
の
力
で
魅
力
あ
る
産

業
に
し
た
い
思
い
が
語
ら
れ
ま
し
た
。
 

第
二
部
は
、
ョ
コ
ハ
マ
グ
ラ
ン
ド
イ

ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
研
修

担
当
支
配
人
の
阿
部
佳
さ
ん
が
記
念
講

演
を
行
い
、
総
合
案
内
係
の
ヲ
ノ
、
ン
エ

ル
ジ
ュ
と
し
て
見
た
観
光
の
お
も
て
な

し
方
を
話
し
、
津
軽
の
人
が
持
っ
て
い
 

農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
の
 

提
出
の
お
願
い
に
つ
い
て
 

農
業
委

員
会
 

内
線

2
4
ー
 

農
業
委
員
会
で
は
農
業
委
員
の
選
挙

人
名
簿
を
作
成
す
る
た
め
1
2月
中
に
農

家
の
皆
さ
ん
を
農
業
委
員
選
挙
人
名
簿

登
載
申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。
申
請
書

に
訂
正
が
な
い
場
合
は
押
印
の
う
え
、
 

平
成
1
5年
1
月
8
日
困
ま
で
に
各
支
所
 

（
コミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）
も
しく

は
農
業
員
会
事
務
局
（
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
 

申
請
書
の
提
出
が
な
い
時
は
選
挙
資

格
名
簿
に
登
載
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
〉」
 

注
意
く
だ
さ
い
。
 

●

選
挙
資
格
が
あ
る
方
は
次
の
と
お
り
 

市
内
に
住
所
を
有
し
、
昭
和
5
8年
4
 

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
（
平
成
1
5年
 

3
月
3
1日
で
満
2
0歳
に
達
し
て
い
る
）
 

方
で
、
 

▼
1
0ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を耕
作
し
て

い
る
世
帯
で
、
年
間
6
0日
以
上
耕
作

に
従
事
し
て
い
る
人
。
 

▼
前
述
従
事
者
と
同
居
し
て
い
る
親
族
 

(6
親
等
以
内
の
血
族
、3
親
等
以
内

の
親
族
）
。世
帯
分
離
し
て
い
る
場
合

も
資
格
が
あ
り
ま
す
。
 

※
申
請
用
紙
が
配
布
さ
れ
な
い
、
記
入

上
不
明
な
点
が
あ
る
等
に
つ
い
て
は
、
 

農
業
委
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
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⑥昇給期間短縮の状況 

巨 	 分 合 	計 一般行政職 技能労務職 

13 年度 

職員 数（A) 383人 330人 53人 

昇給期間短縮職員数（B) 45人 36人 9人 

比率田）/（田 11.7% 10.9% 17.0% 

12 年度 

職員 数（A) 387人 333人 54人 

昇給期間短縮職員数（B) 56人 47人 9人 

比率 B)/(A) 14.5人 14.1% 16.7% 

7 職員手当の状況 

期末・勤勉手当 

13年度支給割合 

区 分 
五所」 I原市 国 

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当 

6月期 1.45月分 0.60月分 1.45月分 0.60月分 

12月期 1.60月分 0.55月分 1.55月分 0.55月分 

3月期 0.50月分 0.55月分 

計 3.55月分 1.15月分 3,55月分 1.15月分 

（注）職制上の段階、職務の級等による加算措置があります。 

退職手当支給率 

（国と同じ） 

区 	分 自己都合 勧奨・定年 

勤 続 20 年 21.00月分 28.875月分 

勤 続 25 年 33.75月分 44.550月分 

勤 続 35 年 47.50月分 62.700月分 

最高限度額 60.0(）月分 62.700月分 

1人当たり平均支給額 3,943千円 24,563千円 

（注） 1．退職時特別昇給（原則 1 号・給,、定年前早期退職特例措置 

(2 %-20％加算）もあります。 

2．退職手当の 1人当たりの平均支給額は、13年度に退職した

全職種に係る職員に支給された平均額です。 

特殊勤務手当 

(13年度） 

区 	 分 全 職 種 

職員全体に占める手当支給職員の割合 12.2% 

支給対象職員 1人当たり平均支給年額 46,866円 

手 	当 	の 	種 類（手当数） 7 

代表的な 

手当の名称 

支給額の多い手当 社会福祉職手当 

多くの職員に支給

されている手当 
社会福祉職手当 

時 間 外

勤 務 手 当 

13年度 
支 給 総 額 78,800千円 

職貝 1人当たり支給年額 218千円 

12年度 
支 給 総 額 68,707千円 

職員 1人当たり支給年額 184千円 

特例一時金 

(13年度） 

支 	給 	総 	額 699千円 

職員 1人当たり支給年額 1,936円 

（平成14年 4 月 1日現在） 

区 	分 内 	 容 	（月 	額） 

扶 養 手 当 

（国と同じ） 

配 	 偶 	 者 16,000円 

配

偶
者

以
外
  

1人目 

百隅都激養親族である場合 6,00(〕円 

配偶者が扶養親族でない場合 6,5加円 

配偶者が無い場合 11,00(〕円 

2 人 目 6,000円 

3 人 目 以上 各 3,00(）円 

16歳から22歳までの子の加算額 各 5,000円 

住 居 手 当 
借家・借間（国と同じ） 	限度額 	27,000円 

持 	家（国は1,00(）円） 	 3,0叩円 

通 勤 手 当 

（国と同じ） 

交通機関等利用者 	 限度額 	50,000円 

交通用具利用者 	 限度額 	20,900円 

(i）人件費の状況（平成13年度普通会計決算） 

住民基本 
台帳人口 
14.3.31現在 

歳
 
額

出
帆
 

実質収支 
人
 
費

件
田
 

人件費率 
(B/A) 

（参考） 

平成12年度
の人件費率 

50,367人 20,905,731千円 187,684千円 3,004,546千円 14.4% 13.8% 

（注） 1．平成13年度普通会計決算見込みによる人件費の状況です。 

2.人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。 

②職員給与費の状況（平成14年度普通会計決算） 

職員数 
(A) 

給 	I -]‘ 	費 夫当たり

給 与 費 

(B/A) 給 	料 職員手当 
期末手当
勤勉手当 

計
B
)
 

 361人 1,483,364千円 214,310千円 634,335千円 2,332,009千円 可460千円 

（注） 1．職員手当には退職手当を含みません。 

2 ．給与費は当初予算に計上されたものです。 

⑨職員平均給料月額、平均年齢及び初任給の状況（平成1作 4 月 1日現在） 

一 	般 	行 	政 	職 技能労務職 

'＝ノJ 
区分憩 1 

給料 年齢 
故初 I 奮、給語用2 喜経過暴 和

細
網

均
料

D
  

け
『
1
歳

平
年

α
 

均
齢

り
  

（円） （歳）大学卒高校卒大学卒高校卒 

五所I順市 別0,脇 41.11 174,400 141,900 188,900 151,800 336,060 48.11 

国 332,052 40.4 1孔4加 141,900 18,900 151,800 290,731 48.8 

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され、引き続き勤務している

場合は、採用後の年数をいいます。 

(5）ー般行政職の級別職員数の状況（平成14年 4 月 1 日現在） 

区 	分 9級 8級 7級 6級 5級 4級 3級 2級 1級 計 

標準的な職務内容 部長 参事 課長 器極 副主幹 係長 主任 主事 主事 
／ノ 

職員数（人） 9 26 39 90 23 39 43 52 10 331 

構成比（%) 2.7 7.9 11.8 27.2 6.9 11.8 13.0 15.7 3.0 100.0 

1年前の構成比（%) 27 73 13.0 23.0 10.3 12.7 10.6 16.1 4.3 100.0 

5年前の構成比（%) 3.3 3.3 18.9 18.4 11.4 14.5 13.0 12.7 4.5 100.0 

（注） 1．五所川原市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員

数です。 

2．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な

職名です。 

五所川原市役所 公35-2111 	平成14年12月15日 6 

V 職期血寛健麹錯酬槻1 

市職員の給与は、国や他の地方公共団体との

均衡などに配慮しながら市議会の審議を経て条

例で定めることになつています。 

皆さんに、五所川原市職員の給与及び定員管

理等の実態を知っていただくため、そのあらま

しをお知らせします。 

236,350 220,550 ロ経験年数10年 298,800 

296,727 228,320 ■経験年数15年 330,443 

(4）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成14年 4月 1日現在） 

400,000（円）  

300,00しーー’， 

200,000 

100,000 - 

0L”ノ1   
一般行政職（高卒） 技能労務職（高卒） 一般行政職（大卒） 

' 
ロ経験年数20年 398,626 346,122 266,850 



④定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の内訳 

○ー般行政部門（各年 4 月 1 日現在）  

× 平成11年
計画前年 

平 成 
12 年 
1年目 

平 成 
13 年 
2 年目 

平
1
[
4
3
 

成
年
目
  

」牛
 

膚
（
昨
け

市t
？
」
 
 

手法（事由） 

の 概 況 

議
  

減 員 
7  	 

0 0 0 0 （減員事由） 

（減員事由） 

一
 
会
 

増 員 ／ノノ 0 0 0 0 

差 引 
7 

0 0 0 0 

職員数 5 5 5 5 
7 

総
 
務
 

減 員 
7  	 

1 3 2 6 （減員事由） 
欠員不補充 

（増員事由） 
育児休業者等の 
人事課付け 

増 員 りフソ7 3 2 2 7 

差 引 
7 

2 △1 0 1 

職員数 98 100 99 99 
7 

税
 
一
 

減 員 
7  	 

1 1 1 3 （減員事由） 
欠員不補充 

（増員事由） 

増 員 ノジソ7 0 0 0 0 

差 引 △1 △1 △1 L 3 

務
  

職員数 2 8 27 26 25 
7 

民
 

？
 

減 員 
7  	 

0 10 3 13 （減員事由） 
国民年金事務の 
国への移行 

（増員事由） 

増 員 
7 

5 0 0 5 

差 引 
7 

5 L 	10 △3 L 8 

生
  

職員数 47 52 42 39 
7 

衛
 
生
 

減 員 
7  	 

1 0 0 1 （減員事由） 

（増員事由） 

増 員 
ノ／// 

1 0 0 1 

差 引 
／一 

0 0 0 0 

職員数 26 26 26 26 
ノ／ 

労
 
働
 

減 員 
7 	 

1 0 0 1 （減員事由） 

（増員事由） 

増 員 りフソ7 
	 0 0 0 0 

差 引 
7 

L 	1 0 0 △1 

職員数 3 2 2 2 
7 

農
 
水
 

減 員 
7  	 

0 1 0 1 （減員事由） 

（増員事由） 

増 員 りジソ7 0 0 0 0 

差 引 
7 

0 △1 0 △1 

職員数 36 36 35 35 
7 

商
 

工
 

減 員 
7  	 

0 0 0 0 （減員事由） 

（増員事由） 

増 員 フラソ7 1 1 0 2 

差 引 
7 

1 1 0 2 

職員数 11 12 13 13 
7 

土
  

減 員 
7  	 

0 1 1 1 （減員事由） 
欠員不補充 

（増員事由） 

増 員 ／ランフ7 1 2 1 3 

差 引 
7 

1 1 0 2 

不
  

職員数 51 認 53 53 
7 

建築業務増に 
よる建築技師増 

⑧特別職の報酬等の状況 

（平成14年 4 月 1 日現在、期末手当は平成13年度の実績） 

給 料 報 酬 期 末 手 当 

市 長 865,000円 議 長 435,000円 6 月期 1.45月分 

助 役 705,000円 副議長 390,000円 12月期 
3 月期 

1.60月分 
0.50月分 

収入役 630,000円 議 員 360,000円 計 3.55月分 

⑨部門別職員数の状況と主な増減理由 

（各年 4 月 1 日現在） 

職 員 数 対前年 二『、可護こ 平成13年 平成14年 増減数 
主な増減理由 

会

細
務
生
生

働

雄
工
木

議
繊

税
民

衛
労
鉢

商
土
 

に0
 
9
 
6
 
2
 
6
 
2
 
5
3
 っJ
 
 

9
 9
」
4
ュ
ワ
］
 
3
 
1
 にJ
 
 

5
9
5
9
6

2
5

3
3
  

9

2
3
2
 

3
1

5
  

△ 1 欠員の不補充 

△ 3 眠軽鞍の邸鵬行 

一般行政 

小 計 301 297 △ 4 
特別行政 教 育 60 60 

病 院 297 301 4 臨、穣鱒銃蹄鵬 

水 道 19 19 
公営企業
等会計 

下水道 16 15 △ 1 欠員の不補充 

その他 27 29 2 鴎税翻耕難和業麟 

小 計 359 264 5 
合 	計 720 721 1 

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保
有する休職者 派遣職員などを含み、臨時又は非常勤職員を除
いています。 

⑩定員適正化計画（平成11年12月15日策定）の数値目標 

及び進捗状況 

①定員適正化目標 

国における地方分権一括法及び介護保険法施行 

に伴い事務量が増大することが予想されるため、 

今回の計画（平成12年度から16年度の 5 年間）に 

おける職員の削減は図れない状況です。 

しかしながら、めまぐるしく変化する社会情勢 

に適確に対応するため計画期間内においても積極 

的に計画の見直しをする予定です。 

②定員適正化手法の概要 

定員管理の適正化のため、事務事業の見直し、 

組織機構の簡素・合理化、民間委託やOA化の推 

進等により職員数の増加を抑制します。 

欠員の不補充、新規採用者の抑制、職員の配置 

転換等により段階的に適正化を図ります。 

③定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要 

（各年 4 月 1 日現在） 

1誹ミ 
平成11年
計画前年 

平成12年 
1 年目 

平成13年 
2 年目 

平成14年 
3 年目 

平成12--14年
計 

（参考） 
数値目標 

一
般
行
政
部
門
 

減員

増員 ジ 一  
0
7
  

●

1
  
1
0
  

7 

3 

18  

10 / 
差引 
/ 

7 △ 11 △ 4 △8 (1叩%) 2 
職員数 305 312 301 297 297 307 

7 	平成14年12月15日 	五所川原市役所 公35- 2111 



醐 峨図肖防事務組合職員鰯寛 
定員畿里翻状況 

五所川原地区消防事務組合（構成市町・五所

川原市、鶴田町）職員の給与は、国や他の地方

公共団体との均衡などに配慮しながら五所川原

地区消防事務組合議会の審議を経て条例で定め

ることになっています。 

皆さんに、五所川原地区消防事務組合職員の

給与及び定員管理等の実態を知っていただくた

め、そのあらましをお知らせします。 

1 
300,000 

200,000 

100,000 

0 

255,400 囲経験年数10年 280,033 
284,755 316,500 ■経験年数15年 

(5）職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成14年 4 月1日現在） 

400,000（円） 

消防職（大卒） 消防職（高卒） 

ロ経験年数20年 	329,400 	 329,915  

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され、弓は続き勤務している

場合は、採用後の年数をいいます。 

⑥ー般行政職の級別職員数の状況（平成14年 4 月 1 日現在） 

区 分 9級 8級 7級 6級 5級 4 級 3級 2級 取
  

引
  

行
 

政
 

m
 

 

標準的な職務内容 部長 参事 課長 課長
補佐 副主幹 主任 主事 主事 

/ 

職員数（人） 1 1
  構成比（%) 100,0 100.0 

瓶
  1年前の構成比（%) 100,0 100.0 

五
所
川
原
消
 

標準的な内容 
ノ

/
 

 

消防長 署長 課長 隊長 副隊長 係長 主任 主事 / 
職員数（人） 1 2 14 8 4 16 13 32 90 

構成比（%) 
n
 

 
2.2 15.6 8.9 4.4 17.8 14,4 35.6 100.0 

．防
  

1年前の構成比（%) n
 

 
2.3 15.9 57 6.8 17.1 15.9 35.2 100,0 

粗
  

標準的な職務内容 /
 

 

/
  

署長 署長 司令 司令補 士長 副士長 消防士 / 
“
田
消
防
 

職員数（人） 2 10 ”

ー
  

6 ，

ー
  

1 33 

構成比（%) 61 30.3 21.2 18.2 21.2 3.0 100,0 

1年前の構成比（%) 29 31.4 25.7 14.3 22.8 2.9 100.0 

（注） 1.五所川原市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員 

数です。 

2,標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な 

~ 	 職名です。 

⑦職員手当の状況 

期末‘勤勉 

手 	当 

13 	年 	度 

支給 割 合 

五所川原消防事務組合 国 
区 分 

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当 

6月期 1.45月分 0.60月分 1.45月分 0.60月分 

12月期 1.60月分 0.55月分 1.55月分 0.55月分 

3月期 0.50月分 0.55月分 

計 3.55月分 1.15月分 3.55月分 1.15月分 

（注）職制上の段階、職務の級等による加算措置があります。 

退職手当支給率 

（国と同じ） 

区 	分 自己都合 勧奨・定年 

勤 続 20 年 21.00月分 28.875月分 

勤 続 25 年 33.75月分 44.550月分 

勤 続 35 年 47.50月分 62.700月分 

最高限度額 60.00月分 62.700月分 

1人当たり平均支給額 24,536千円 

（注） 1．定年前早期退職特例措置（ 2 %~20％加算）があります。 

2．退職時特別昇給 五所川原 	 1号 

鶴 田 勤続20年以上25年未満 1号 

勤続25年以上 	2号 

3．退職手当の 1人当たりの平均支給額は、13年度に退職した 

全職種に係る職員に支給された平均額です。 

特殊勤務手当 

(13年度） 

区 	 分 全 職 種 

職員全体に占める手当支給職員の割合 99.2% 

支給対象職員 1人当たり平均支給年額 47,589円 

手当の種類（手当数） 3 

代表的な 

手当の名称 

支給額の多い手当 夜間通信勤務手当 

多くの職員 
に支給され 
ている手当 

出動手当 

時間外勤務 

手 	当 

13年度 
支 給 総 額 43,365千円 

職員1人当たり支給年額 381千円 

12年度 
支 給 総 額 38,389千円 

職員 1人当たり支給年額 315千円 

(1）人件費の状況（平成13年度普通会計決算） 

住民基本
台帳人口 
14.3.3 1現在 

歳出額 

(A) 
実質収支 

人件費 

(B) 
人件費率 

(B/A) 

（参考〕 

平成12年度
の人件費率 

66,248人 
1,288,973 

千円 
11,320 
千円 

1,042,961 
千円 

80.9% 84.8% 

（注） 1．平成13年度普通会計決算見込みによる人件費の状況です。 

2．人件費には、消防職員のみです。 

3．住民基本台帳人口は五所川原市と鶴田町の合算人口です。 

②職員給与費の状況（平成14年度普通会計決算） 

職員数 

(A) 

給 与 	費 
一
給
く
 

り

馨
且
、J
  

人
 

B
 

当
与
／

ノ
 
た
 A
  

給 料 職員手当 
期末手当

勤勉手当 

」1
1
口
I
 

エ
ー
I
  

ノ
《
、
 

、
ノ
 
 

124人 
483,873 

千円 
168,083 

千円 
205,650 

千円 
857,6（拓 

千円 
6,917千円 

（注） 1.職員手当には退職手当を含みません。 

2．給与費は当初予算に計上されたものです。 

国職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（平成14年 4 月 1日現在） 

区 	分 
消 	防 職 

平均給料月額 平 均 年 齢 

事務組合 316,202 40.2 

④職員の初任給の状況（平成14年 4 月 1日現在） 

区 分 

消防本部 鶴田消防署 国 

初任給 

採月羽麦 
2 	年 
経過日 
給1斗額 

初任給 

採用後 
2 	年 
経過日
給料額 

初任給 

採用後 
2 	年 
経過日
給料壇頁 

大学卒 190,000 207,500 184,000 198,300 202,600 218,100 

消防職高校卒 160,200 174,100 153,500 167,900 160,200 174,100 

五所川原市役所 公35-211l 	平成14年12月15日 8 



職員 1人当たり支給年額 
	

1,936円 

額 特例一時金 支 給 

('3年度） 	甘詫昌lA」 

173千円 

年末年始の業務・休館案内― 
◆年末年始、市の各施設は次のとおり休業します 

本庁・各支所・働く婦人の家・勤労青少年ホ―ム 12月28日出～ 1 月5 日（日） 

歴史民俗資料館・旧平山家 12月27日団～ 1 月4日田 

体育館 12月28日田～ 1 月 3日団 

中央公民館・図書館・っがる克雪ド一ム 12月28日出～ 1 月4日出 

サンビレッジ五所川原・五所川原地域職業訓練センタ― 12月29日（日）~1月 3 日金 

西北中央病院（ただし、急患の場合は随時診療いたします） 	12月29日旧）~1月 3日圏 

※ 12月28日出及び 1 月 4日出は次のとおり通常の土曜日外来診療を行います。 

.12月28日出 第一内科一外科・産婦人科・泌尿器科 I 眼科‘耳鼻咽喉科 

.1月4日田 第二内科・小児科・整形外科・産婦人科・皮膚科・精神神経科 

年末年始のごみ112集にフいご 
。」臨F轟,婆難糾三。篇毒森 。い三 ． 。 

◆年末年始のごみ収集について 

年末年始のごみ収集は、12月31日因から 1月 3 
日働の期間休ませていただきますので、休み期間

中は絶対にごみを出さないようご協力をお願いし

ます。 

※収集日程はお手元のごみ収集カレンダーのとお

り収集しますので、ごみ収集カレンダーをよく

ご覧ください。 

お持ちでない方は環境対策課にお問い合わせく

ださい。 

◆五所川原市一般廃棄物最終処分場（野里）への

ごみの搬入について 

12月31日因から1月 3 日国の期間休ませていた

だきます。一般の方の搬入は、 1月 4田より平常

通り業務を行います。 

ト問い合わせ先 環境対策課 内線231・233 

西伍競整億雪務懇合力I5lz）あ ll5L 
◆西部クリーンセンター（稲垣）の年末年始の 

利用について 

12月31日因から 1月 3 日国の期間休ませていた 

だきます。1月 4 日田より平常通り業務を行いま 

す。また、し尿の汲み取りは早めにお願いいたし 

ます。 

ト間い合わせ先 

西部クリーンセンター 	公46-2141 
西北五環境整備事務組合 	公36-3004 

葬斎苑力Iらのお知らtl漏瀞 
1月 1日困と 1月 2 日困の 2 日間は休苑日とな 

っていますのでご注意ください。 

ト間い合わせ先 

葬 斎 苑 fi29-3620（受付時間9時～14時） 

環境対策課 内線231・233 

⑧部門別職員数の状況と主な増減理由（各年 4 月 1 日現在） 

h ミこ 
職 員 数 対前年

増減数 
主な増減理由 

平成13年 平成14年 

特
行
 
別
政
 

消 防 124 124 0 

合 計 124 124 0 
（注）職員数は消防職及び一般職に属する職員数であり、地方公務員

の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時又は非常
勤職員を除いています。 

ように務めております。  

（平成14年 4 月 1日現在） 

~× 	分 内 

扶養手当 
（国と同じ） 

配 	偶 	者 16,000円 

配 

偶 

者 

以 

外 

1人目 

鵬都艦親族である場合 6,000円 

鵬者織養親族でない場合 6,500円 

配偶者が無い場合 11,000円 

2 人 目 6,00(）円 

3 人 目 以上 各 3,000円 

各 5,000円 

住居手当 
借家・借間（国と同じ）限度額 	27,000円 

持 	家（国は1,00(）円） 	 3,000円 

通勤手当 
（国と同じ） 

交通機関等利用者 	限度額 	50,000円 

交通用具利用者 	限度額 	20,900円 

⑨定員適正化計画 

①定員適正化目標 

現在当組合では、平成12年度に作成・変更した 「消 

防力の基準」に基づき、各種消防活動（火災予防、消 

防・救急業務等）を最小限の施設及び人員で実施する 

しかし、近年の消防行政に対する住民の需要は複雑

多様化しており、今後その需要に的確に応えられる最 

小限度の人員についてさらに調査研究し、最小経費で最大の効果を上げられるよう、積極的に計画を見直し

ていく予定でおります。 

②定員適正化手法の概要 

定員管理の適正化のため、出動態勢や組織機構の見直し、また計画的な人事管理により、段階的に適正化 

を図ります。 

9 	平成14年12月15日 
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活
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法
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青
森
職
業
能
力
開
発
短
期
大
学
校

公
（
3
7)
3
2
0
ー
 

岡
西
北
労
働
基
準
協
会
 

容
（
3
5)
6
3
3
6
 

不●＊吐 ＊故吐
のハンドルは．車‘血す

とe、止．‘と‘、， 

.，子り．. 

＊お問い合わせ＊ 市水道事業所 ft34-91 11 

積雪時に検針するため水道メーターの周りの除雪を
お願いいたします。積雪のため、やむを得ず検針ので
きないところは、 「推定水量」で料金をいただくこと
になりますが、雪解け後の検針で推定水量と実際の使
用水量に過不足がでた場合は、水道料金を精算します。 
皆さんのご理解・こ協力をお願いします。 

水道管の凍結にご注意を 

積雪に時における検診にご協カを 

上からお湯をゆっくり 
かけると、軽い凍結なら水 二
が出るようになります。 

★注意★ 直接熱湯をかけたり、直火を当てたり、 
また電気を直接流す解氷などは、蛇ロの 
破損や火災の危険があります。 

圏凍結防止のための放水はやめてください。 
水を出しっ放しにすると、メーターが次第に上がり、 

春の検針精算の際、料金にハネ返り、思わぬ支出と
なります。 

凍結したときは、露出している管（保温筒などは取
り外す）や蛇口などにタオルか雑巾を巻き付け、その 

蛇口や水道管の立ち上がりなどの露出部分に、保温
材（毛布類）を巻き付ける。 

ネズミの害を防ぐため、立ち上がり部分をボックス
で囲むようにしてください。 

長い間家を留守にする時や就寝前には、必ず水抜き
栓・不凍栓のハンドルをしっかり止まるまで閉め、蛇
ロを一杯に開いてください。 
※ハンドルをしっかり止めないと、地下に水がすこし

ずつ流れる場合があります。 

軽い凍結の修理の仕方 

電熱ヒーターの場合 

水抜き栓・不凍栓を備ク付けの場合 

尤き出しの管や、野外に蛇〇がある場合 

0
 

1
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鑑
、
請
 

臓器提供にこ協カを！ 
健康福祉課 内線236 

臓器移植は、皆様の命への優しさと思いやり

による臓器提供があってこそ成り立つものです。 

それを意思表示するカード「臓器提供意思表

示カード（ドナーカード）」 を次の場所に設置し

ておりますので、ご希望の方はお持ちください。 

◇カード設置場所 

市立図書館、歴史民族資料館、働く婦人の家・

保健センター、国保年金課、健康福祉課 

臓器提供意思表示カード 

あなたの意思表示あリがとうございますー フ このカードは常に携帯レてくださし、 

厚生省・（社）日本臓器移植ネットワーク 

ドナー情報用全国共通通絡先：0120-22-0149 

‘く臓当するl.2.3 の番号を で囲んだ上で

＋ 提供したい臓器を〇で囲んで下さい》 

脳死の判定に従い、脳死後、移植の為に で囲んだ臓器 
します。 	 （×をつけた臓器は提供しません〕 

心臓・肺ー肝臓・腎臓ー勝臓・小腸・その州ュ（ 	) 
心臓が停止した死後、移植の為に で囲んだ臓器を提供 

（×をつけた臓器は提供しません） 

腎臓・眼球（角膜）一勝臓・その他（ 	 ) 
3 私は、臓器を提供しません。 

署名年月日！ 	 年 	月 	日 

本人署名（自筆） 

家族署名（自箪）' 
何麗であれば．この意黒妻示カードをもっていることを知っている疎臓が、そのことq鵬の為に■名して下さいJ 

 

＠元D吟 日 
市（県）民 税 第 4 期 
国民健康保険税 第 6 期 
介護保険料 第6 期 

の納付期限です。忘れずに納めましよう。 

市条例改止により、 ！」（県」民税及び固定資産税にお
ける納期前納付の前納報奨金を平成15年 4月1日か 
ら廃止いたします。 	収納課 内線431 '435 

  

男女共同参画室より 
	ノ内線462く 

  

   

   

    

ミニインフオメーション NO.6 ［篇―器轟 -3617ara42@net.pref.aomori.jp  

積極的に地域活動に参加・参画しよう！! 

現在、市内には161の町内会がありますが、うち女性町内会長は 2名という少なさです。 

町内会やPTA、ボランティア活動など、そのほとんどが女性

によって担われている一方、会長や代表者は主に男性という場合

が多く見受けられます。 

誰もが住みよい豊かな社会を築くためにも、男性のみならず、 

女性も積極的に地域活動に参加・参画し、地域のリーダーとして 

活躍しましょう。 

これからの社会は、女性と男性が共に政策・方針決定過程に参 

画することが重要です。 

参画とは…単に参加するだけではなく、企画・立案など自らの意志で関わり、 
負担も責任も担い合うという主体的・積極的な態度や行動のことをいいます。 

、 

対象年齢 義務教育就学前 

手当月額 

第1子 

第 2子 
5,000円 

第 3子 

以 降 
10,000円 

支払時期 2 月・ 6月・10月 

求
者
名
義
の
銀
行
名
等
及
び
口
座
番

号
（
郵
便局
以
外
）
、そ
の
他
に
も
必

要
に
応
じ
て
書
類
を
提
出
 

※
児
童
手
当
を
受
給
中
の
方
で
も
、
出

生
・
転
出
・
転
居
・
年
金
変
更
等
が

生
じ
た
場
合
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。
 

,
 

11 平成14年12月15日 
	

五所川原市役所 公35一 2111 



消
防
本
部
 
費
3
5)
2
01
9
内
線
2
8
 

市
消
防
団
出

初
め
式
 

〒
0
3
0
1
8
5
7
0
 

青
森
市
長
島
一
丁
目
1
1
1
 

容
0
1
7
(m
)9
1
3
8
（
直
通
）
 

◇
応
募
通
知
 
応
募
者
の
中
か
ら
地
域
 

・

年
齢
・
職
業
な
ど
の
割
合
を
考
慮
 

し
て
決
定
し
、
1
5年
3
月
末
迄
に
応
 

募
者
に
対
し
て
結
果
を
通
知
し
ま
す
。
 

◇
応
募
先
・
間
い
合
わ
せ
先
 

青
森
県
 
政
策
推
進
室
 

広
聴
・
百
人
委
員
会
担
当
 

県
政
モ
ニ
タ
ー
係
 

50 
030-8570 

青
森

県
政
策
推

進
室

県
政

モ
ニ
タ
ー

係
 

住
宅
金
融
公
庫
か
ら
 

お
知
ら
せ
 

住
宅
金
融
公
庫
東
北
支

店
 

公
0
2
2
(
m
)
5
0
0
3
 

住
宅
金
融
公
庫
の
住
宅
ロ
ー
ン
を
返

済
中
で
、
最
近
の
不
況
に
伴
う
失
業
や

収
入
の
減
少
な
ど
で
返
済
に
お
困
り
の

方
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
返
済
方

法
の
変
更
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

①
返
還
期
間
の
延
長

（
最
長十
年
）
 

②
元
金
据
置
期
間
の
設
定
（
最
長
三
年
）
 

③
元
金
据
置
期
間
中
の
金
利
引
き
下
げ

※
取
扱
期
間
は
平
成
十
五
年
三
月
末
迄

詳
細
は
住
宅
金
融
公
庫
東
北
支
店
ま

た
は
返
済
中
の
金
融
機
関
ま
で
。
 

幽産責賃dJ制顧醸丙 
今年度から実施しています 

子どもを生み育てる環境づくりの一環として、出産費の
負担をいくらかでも軽減させるための無利子の貸付制度です。 

◆対 象 国保に加入している方で 
①出産予定日まで1か月以内の方。 
②妊娠4カ月以上で、当該出産に係る疾病により医療機関等 

に支払いを要する方。 
※ただし、当該年度及び前年度の国民健康保険税を完納して 
いる者並びにそれに準ずると市長が認める方に限ります。 

◆貸付限度額 
・上記対象①の場合、240,000円以内。 
・上記対象②の場合、医療機関発行の請求書（領収書）の金額

で、240,000円以内。 

◆返済方法 出産後に支給される「出産育児一時金」で返済。 

◆届出に必要なもの 出産予定日が確認できるもの（母子手帳等）、 
国民健康保険被保険者証、世帯主名義の預金通帳、印鑑、上
記対象②の場合は医療機関等からの請求書または領収書（明 
細が分かるもの）。 	

国保年金課 内線214・2巧 

 

製造事業所の皆様へ 

統計調査にご脇力ください 

   

   

%
 

     

経済産業省 

  

       

         

 

経済産業省では、製造業を営む
事業所を対象に、その活動実態を
明らかにすることを目的とした工
業統計調査（12月31日現在）を実

施します。 
調査結果は、国や地方公共団体

の行政施策の重要な基礎資料とし
て、また企業や大学などの研究資
料、小・中・高等学校の教材など
として広く利用されているところ

です。 
皆様から提供していただく調査

票については、統計法に基づき調
査内容の秘密は厳守されますの
で、正確なこ言己入をお願いします。 

◆企画課統計係 内線464・465 

  

          

県
で
は
、
広
く
県
民
の
皆
さ
ま
か
ら

意
見
・
要
望
な
ど
を
お
聴
き
し
、
県
政

施
策
の
企
画
、
立
案
の
際
の
参
考
に
す

る
た
め
、
県
政
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
 

県
政
に
関
心
の
あ
る
方
、
県
政
に
熱

い
思
い
の
あ
る
方
の
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
 

◇
応
募
資
格
 
県
内
居
住
し
て
い
る
満
 

2
0歳
以
上
の
方
（
た
だ
し
、
議
員
、
 

公
務
員
、
行
政
相
談
員
、
国
や
そ
の

他
の
公
共
団
体
の
モ
ニ
タ
ー
に
な
っ

て
い
る
方
や
今
後
な
る
予
定
の
方
、
 

平
成
1
0年
度
以
降
に
県
政
モ
ニ
タ
ー
 

を
経
験
し
た
方
は
除
き
ま
す
。）
 

◇
募
集
人
員
 
2
8名
 

◇
委
嘱
期
間
 
平
成
1
5年
4
月
下
旬
か

ら
お
よ
そ
2
年
間
 

◇
仕
事
 

①
ァ
ン
ケ
ー
ト
に
対
す
る
回
答
（
年
 

4
回
位
）
、
②
県
政
モ
ニ
タ
ー
会
議

へ
の
出
席
（
年
1
回
）
 

◇
謝
礼
 
1
年
ご
と
に
記
念
品
を
贈
呈

◇
応
募
方
法
 
官
製
は
が
き
に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
、
1
5年
2
月
7
日
岡
 

（当
日
消
印
有
効
）
ま
で
にお
送
り
く

だ
さ
い
。
 

県
政
推
進

室
 

公
0
1
7
（
川
）9
1
3
8
 

あ
な
た
の
声
を
県
政
に

ー
 

県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集
 

【
 

消
防
団
員
に
よ
る
勇
壮
な
ま
と
い
振

り
、
分
列
行
進
等
が
行
わ
れ
ま
す
。
日

夜
市
民
を
守
っ
て
い
る
消
防
団
員
の
活

動
を
ご
覧
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

●

1
5年
1
月
5
日
回
 
1
0時

、
 

つ
が
る
克
雪
ド
ー
ム
及
び
周
辺
 
 

〔裏〕 

①住 所 
②氏名（ふりがな） 
③性 別 
④生年月日 
⑤職 業 
⑥電話番号 
⑦モ二ターを希望 

する理由 
⑧各種モニターの 

経験 

〔表〕 

火災二救急出動概況 
五所川原消防署管内11月の火災、救急、救助出動件数（単位．件） 

区 分 
火 災 救 急 救 助 

月別 累計 月別 累計 月別 累計 

平成14年 1 33 114 1,183 3 21 
平成13年 3 36 104 1,213 3 32 
比 	較 -2 一3 10 -30 0 -11 

平成14年度統一標語 

消す心 置いてください 火のそばに 

問合せ五所川原地区消防事務組合消防本部 '35-2O19（内線 23) 

五所川原市役所 公35- 2111 
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グ
リ
ー
ン
バ
イ
オ
村

ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン
 

五
所
川
原
市
ス
キ
ー
協
会
 

フ
ァ
ミ
リ
ー
親
子
ス
キ
ー
教
室
 

青
森
県
立
木
造
高
等
技
術

専
門
校
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

県
立
木
造
高
等

技
術
専

門
校

費

4
2)
24
24
・
献
（4
2)
50
5o
 

郵
便
局
か
ら
の
お
願
い
 

五
所
川
原
郵
便

局
 

公
（3
4)
3
2
0
2
 

第

4
回
 

布
施
病
院
デ

イ
ケ

ア
祭
開
催
 

M
A
N
〇
G
A
M
ー
（馬
ノ
神
山
）
 

ス
キ
ー
場
オ

ー
プ
ン
 

五
所
川
原
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
 

公
（3
4)
8
8
2
2
 山
田
 

M
A
N
O
G
A
M
ー
運
営
委
員
会

公
0
9
0
(
2
6
0
5
)
5
5

0
1
斉
藤
 

馬
ノ
神
山
の
自
然
と
親
しみ
、
ス
キ
 

ー
・
ボ
ー
ド
を
楽
し
も
う
。
 

●

ォ
ー
プ
ン

…
1
2月
2
2日
回
 

◇
イ
ベ
ン
ト
 
ナ
イ
タ
ー
、
ス
キ
ー
レ

ッ
ス
ン
、
M
A
N
O
G
A
M
I
ツ
ア
 

ー
、
M
A
N
o
G
A
M
I
大
会
、
春

ス
キ
ー
等
 

グ
リ
ー
ン
バ
イ
ォ
村
の
「
フ
ァ
こう
 

ー
ス
キ
ー
場
」
が
1
2月
2
2日
回
か
ら
オ
 

ー
プ
ン
し
ま
す
。
料
金
は
無
料
で
す
の

で
、
初
心
者
、
親
子
連
れ
も
楽
し
め
る

レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
 

◆
ス
キ
ー
場
利
用
期
間
 

1
2月
2
2日
卿

、
 

1
5年
3
月
9
日
⑧
 

◆
リ
フ
ト
運
転
期
間
 

ナ
イ
タ

ー
ス
キ
ー
の
み
9
時

、
1
9時

ま
で
。
そ
れ
以
外
は
9
時

、
1
6時
ま
で

で
す
。
 

①
1
2月
2
2日
回
、
1
5年
1
月
1
3日
囲
の

期
間
は
、
毎
日
リ
フ
ト
を
運
転
し
ま

す
。
（
た
だ
し
、元
旦
は
リ
フ
ト
の
運

転
を
行
い
ま
せ
ん
。）
 

②
1
月
1
8日
田
か
ら
は
、土
、
日
、
祝

祭
日
の
み
リ
フ
ト
を
運
転
し
ま
す
。
 

③
ナ
イ
タ

ー
ス
キ
ー
は
、
土
、
日
、
祝

祭
日
の
み
利
用
で
き
ま
す
。
 

事
務
局
（
さ
か
も
と
接
骨
院
内
）
 

公
（3
4)
9
6
3
5・
献
（
廻9
6
4
5
 

●

1
5年
1
月
2
6日
回
 

◇
受
付
 
9
時

、
 

◇
教
室
 
1
0時

、
1
5時
 

グ
リ
ー
ン
バ
イ
ォ
村
 

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
キ
ー
場
」
 

初
級
者
に
最
適
な
斜
面
で
す
。
 

※
昼
食

・
休憩
は
1
2時
か
ら
1
3時
ま
で
 

管
理
事
務
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

と
ん
汁

・
お
や
つ
を
無
料サ
ー
ビ
ス
 

し
ま
す
。
 

◇
対
象
者
 
小
学
生
以
上
 

◇
参
加
料
 
大
人
 
1
0
0
0
円
 

小
人
 

5
0
0
円
 

◇
申
込
方
法
 
参
加
者
氏
名
・
年
齢

・

学
年
・
住
所
・
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
事
務
局
へ
F
A
X
ま
た
は
電
話

し
て
く
だ
さ
い
。
 

◇
申
込
締
切
 
1
月
1
8日
田
 

⑥
会
員
募
集
中
 

ス
キ
ー
に
興
味
の
あ
る
人
、
上
手
く

な
り
た
い
人
、初
心
者
も
大
歓
迎
・
 

放
送
大
学
学
生
募

集
 

放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ

ー
 

公
0
1
7
2
(3
8)
0
5
0
0
 

放
送
大
学
で
は
、平
成
1
5年
度
第
1
 

学
期
（
4
月
入
学
）
「教
養
学
部
生
」
及
 

び
 「大
学
院
修
士
科
目
生
」
の
学
生
を
 

募
集
し
て
い
ま
す
。
 

※
「修
士
（
学術
）」
の
学位
取
得
を
目
指
 

す
「
大
学
院
修
士
全
科
生
」
 
の
平
成
 

1
5年
度
生
募
集
は
終
了
し
ま
し
た
。
 

◇
出
願
期
間
 

1
2月
1
5日
卿
、
1
5年
2
月
2
8日
国
 

※
募
集
要
項
は
無
料
配
布
し
ま
す
。
 

◇
資
料
請
求
・
間
い
合
わ
せ
 

〒
0
3
6
1
8
5
6
0
 

弘
前
市
文
京
町
1

（
弘前
大
学
創
立
 

5
0周
年
記
念
会
館
内
）
 

放
送
大
学
青
森
学
習
セ
ン
タ

ー
 

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
資
料
請
求

・
 

出
願
が
で
き
ま
す
。
 

◇
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ぺ
ー
）ソ
 

h
t
tpミ
を
を
を
・
に
ー
a
ir・a
c・jP
，
七
 

【
平
成1
5年
度
生
募
集
】
 

◇
募
集
人
員
 
各
科
2
0名
 

溶
接
科
／
建
築
科
／
配
管
科
 

◇
募
集
期
間
 

1
5年
1
月
6
日
の
、
2
月
1
7日
囲

◇
訓
練
期
間
 

1
5年
4
月
、
1
6年
3
月
（
1
年
間
）
 

◇
応
募
資
格
 
離
転
職
者
な
ど
で
再
就

職
の
た
め
、
職
業
に
必
要
な
技
術
と

知
識
を
熱
意
を
持
っ
て
習
得
し
た
い

方

（
年
齢
・
性別
は
問
い
ま
せ
ん
）
 

◇
選
考
日
 
2
月
2
5日
因
 

★
第
2
回
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
（
無
料
）
 

受
講
者
募
集
 

●

1
5年
1
月
7
日
因
、
1
8日
田
の
う
ち
 

1
0日
間
 
1
8時

、
2
1時
 

五
所
川
原
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ

ー
 

◇
対
象
 
社
会
人

（在
職
者
及
び
求
職

者
）
で
o
A
機
器
の
基
礎
的
な
技
能

と
知
識
を
習
得
し
た
い
方
。（年
齢

・

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。）
 

◇
定
員
 
2
0名
 

◇
申
込
期
限
 
1
2月
2
0日
岡
。
木
造
高

等
技
術
専
門
校
及
び
五
所
川
原
地
域

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の

用
紙
に
よ
り
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

F
A
X
で
の
申
し
込
み
も
可
。
 

1
2月
2
3日
の
頃
か
ら
1
月
初
め
に
か

け
て
、
ア
ル
バ
イ
ト
学
生
が
配
達
に
お

伺
い
し
ま
す
。
慣
れ
な
い
配
達
で
す
の

で
、
愛
犬
は
郵
便
受
け
箱
か
ら
離
れ
た

位
置
に
つ
な
い
でく
だ
さ
い
ま
す
よ
う

ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

1
2月
1
5日
⑨
よ
り
年
賀
状
の
引
受
が

始
ま
り
ま
す
。
大
切
な
新
年
の
ご
挨
拶

で
あ
る
年
賀
状
を
確
実
に
元
旦
に
お
届

す
る
た
め
に
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て
ご

協
力
お
願
い
し
ま
す
。
 

⑥
郵
便
番
号
は
7
桁
で
記
載
し
て
く
だ

さ
い
。
 

⑨
な
る
べ
く
2
5日
困
ま
で
お
出
し
く
だ

さ
い
。
 

布
施
病
院
 

公
（
3
5)
3
4
7
0
 田
中
 

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
軽
食
販
売
喫

茶
店
、
各
種
活
動
紹
介
、
作
品
販
売
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
催
し
物
が
あ
り
ま
す
。
 

皆
さ
ん
お
誘
い
の
う
え
、
ぜ
ひ
お
越
し

く
だ
さ
い
。
 

●

1
2月
2
5日
困
 

1
0時

、
1
4時
3
0分
 

ラ
・
プリ
マ
ベ
ラ
支
援
セ
ン
タ

ー
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平成 15 年度 五所川原市競争入札
参加資二格審査申請書提出要，領護 

市では、平成15年度の競争入札に参加を希望する業者の申請書を受付いたしますので、次により手続

きして下さい。 

3．提 出 書 類 別表のとおり（各1部） 

5. 申請書の有効年度 

〈別表〉 

建
 
設
 

エ
 
事
 

申請書は国土交通省の様式を使用レて下さい。（青森県様式も可） 

フラットフアイル（A4型・止め部分金属不可）に綴り込んで、フアイルの表紙に会社名を記載して下さい。 

添付書類 
①経営事項審査結果通知書の写し1部（次期決算日が到来した場合は、審査基準日（決算日）から 7ケ月以内に審査を受け、有効 

期間が満了となる前に再度提出すること。） 
②建設業許可証明書 

③工事経歴書（直前 2年分） 
④営業所一覧表 
⑤技術職員名簿（市内業者は、技術職員に関する資格の証明書等の写しを添付すること。） 

⑥登記簿謄本（法人の場合）または身分証明書（個人の場合） 

⑦印鑑証明書 
⑧使用印鑑届（任意様式） 
⑨年間委任状（任意様式）※代理人に委任する場合のみ提出して下さい。 

⑩納税証明書 ※下記参照（直前1年分） 

測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
 

申請書は国土交通省の様式を使用して下さい。 

フラットフアイル（A4型・止め部分金属不可）に綴り込んで、フアイルの表紙に会社名を記載して下さい。 

添付書類 
①測量等実績調書（直前 2年分） 

②技術者経歴書 
③登記簿謄本（法人の場合）または身分証明書（個人の場合） 

④財務諸表類（市内業者は直前1年分、市外業者は直前 2年分） 

⑤営業所一覧表 
⑥登録証明書等 

⑦印鑑証明書 
⑧使用印鑑届（任意様式） 
⑨年間委任状（任意様式）※代理人に委任する場合のみ提出して下さい。 

⑩納税証明書 ※下記参照（市内業者は直前1年分、市外業者は直前 2年分） 

注】建設コンサルタント・地質調査・補償コンサルタント業者は、現況報告書の写し（直前 2年分）をもって●●OOに代えるこ

とができます。 

物
品
等
 

申請書は市独自様式ですので、添付書類にっいては申請書を請求し、確認して下さい。 
申請書交付場所／五所川原市財政部管財課（申請書は無料です。ただし、郵送を希望する場合は、返信用封筒（角 2）と160円分の切手 

が必要です。） 
申請書交付期間／平成14年12月16日～平成15年 2月28日（土、日曜日及び祝祭日を除く。） 

納
税
証
明
書
 

〇市内業者 ①個人の場合 市税（各税）・国税（申告所得税と消費税及び地方消費税） 
②法人の場合 市税（法人市民税と固定資産税）・国税（法人税と消費税及び地方消費税）・代表者個人の市税（各税） 

〇市外業者 ①個人の場合 市町村税（市町村民税と固定資産税）・国税（申告所得税と消費税及び地方消費税） 
②法人の場合 市町村税（法人市町村民税と固定資産税）・国税（法人税と消費税及び地方消費税） 

※支店・営業所等が当市内にある法人は、当市の市税（法人市民税と固定資産税）も添付すること。 

注】国税の納税証明書は、個人が（その 3の 2）法人が（その 3の 3）の未納の税額がない証明でよろしいです。また、税務署に

納税証明書を請求するときは、収入印紙（ 1部4加円）を持参して下さい。 

注） 1．文字は槽書で、はっきりと書いて下さい。 

2．申請書及び添付書類に不備がある場合は、受付できませんので注意して下さい。 

3．添付書類のうち、各証明書は、鮮明なものであれば写しでも差し支えありません。 

（ただし、証明書類は 3 ケ月以内に交付を受けたものに限る。） 

五所川原市役所 ft35-2111 
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1.受 付 期 間 平成15年 2月 3日～ 2月28日（土、日曜日及び祝祭日を除く。） 

2.受付場所及び 〒03718686 青森県五所川原市字岩木町12番地 

間い合わせ先 五所川原市財政部管財課契約調達係 電話0173352111（内線474) 

4．提 出 方 法 市内業者は持参してください。 

平成15年 2月 3日～ 2月28日（土、日曜日及び祝祭日を除く。） 

〒037-8686 青森県五所川原市字岩木町12番地 

五所川原市財政部管財課契約調達係 電話0173-35-2111（内線474) 
別表のとおり（各1部） 

市内業者は持参してください。 

市外業者は郵送でも受付しますが、その場合は、返信用封筒（切手貼付）を 

必ず同封して下さい。なお、 2月28日必着とします。 

〇建設工事 

平成15年度（市内業者及び市外業者の追加分も、平成15年度のみ有効） 

〇測量・建設コンサルタント等 

平成15-16年度（ただし、市内業者は、平成15年度のみ有効） 

〇物品等（役務提供の業務委託を含む。） 

平成15-16年度 



・

努
力
賞
 

・

陸
奥
新
報
社
賞
 

清
 
世
 

山一下下藤野賞平

形山山本呂 山 

礼」ナチ春三 マ青 
枝 

子 ト ェ枝子 世 

第
四
十
ニ
回
 

県
下
短
歌
大
会
 

十
一
月
十
日
、
中
央
公
民
館
に

て
第
四
十
二
回
県
下
短
歌
大
会
が

開
催
さ
れ
、
本
市
か
ら
た
く
さ
ん

の
方
々
が
入
選
し
ま
し
た
。
受
賞

者
は
次
の
と
お
り
。
 

・

商
工
会
議
所
会
頭
賞
 

吉
 
田
 
勇
 
蔵
 

・

観
光
協
会
会
長
賞
 

野
 
呂
 
富
 
枝
 

・

文
化
振
興
会
議
会
長
賞

斉
 
藤
 
由
 
雄
 

・

五
所
川
原
短
歌
会
会
長
賞

浜
 
山
 
て
 
い
 

・
東
奥
日
報
社
賞
 

・

青
森
県
歌
人
懇
話
会
会
長
賞
 

（席
題
賞
）
 
野
 
呂
 富
 
枝
 

席
題
「
立
侵
武
多
」
1
位
作
者
 

（
野
呂富
枝
氏
）
の
作
品
 

『爪
の
先
未
だ
み
な
ぎ
る
力
あ
り

解
体
迫
る
立
侵
武
多
の
鬼
」
 

健康診査・健診のこ案 I勾 健康福祉課 内線234・236 

40歳以上の皆さんノ＼ 

ミニドツク（基本健康診査） 
自分の健康を見直す良いチャンスです。是非ご利

用ください。 

◇対象者 40歳以上の市民 
◇受診方法 実施医療機関窓口に申し込み、受診し

て下さい。 
◇料金 500円（70歳以上の方、市民税非課税世帯、 

生活保護世帯の方は無料です。） 
◇実施医療機関 

駅前クリニック、江渡内科医院、かねひらクリニ 二
ック、川崎胃腸科内科医院、木村内科医院、櫛引
クリニック、健生五所川原診療所、佐藤仁外科胃
腸科医院、佐藤内科小児科医院、清水クリニック、 
白戸胃腸科外科医院、すわ胃腸科内科クリニック、 
西北中央病院、瀬川内科クリニック、そうま泌尿
器科クリニック、田辺胃腸科外科医院、対馬内科
小児科医院、つしまクリニック、てらだクリニツ
ク、冨田胃腸科内科医院、都谷森小児科医院、中
村整形外科医院、中村内科医院、永田小児科内科
医院、白生会胃腸病院、増田病院、三好診療所、 
森内科小児科医院 	 （あいうえお順） 

一§b歳以上の女性の皆さんノ＼ 

子宮がん・乳がん検診 

自分自身の健康を確認する機会にしてみませんか。 

◇対象者 30歳以上の女性市民 

◇受診方法 実施医療機関窓口に申込み、受診して 

ください。なお、子宮がん、乳がん検診のいずれ 

か単独でも受診できます。 
◇料金 

国保 600円 
視・触診 

社保 600円 

◇実施医療機関 安斎レディスクリニック、白生会

胃腸病院（月・水曜日。火・木曜日は午前中のみ。 

●実施期間 4 月 1日～翌年 3 月31日の期間に 1回 
（市民総合健診で基本健康診査、子宮・乳がん検診

を受けた方は、受診できません） 

子宮がん検診 	 斥1イ旦 	にnnm 
頚部細胞診 

国保 500円 

社保 1, 200円 

頚部＋ 
体部細胞診 

国保 500円 

社保 1, 300円 

乳がん検診 

と
芸
《又
永
わ
ら
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清
泉
 

〔
五
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原
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の
渓
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じ
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の
花
の
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上
 
和
 
美
 

髪
を
杭
く
わ
れ
の
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亡
き
母
に
似
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と
気
づ
け
り
夜
の
鏡
に
 

開
 
米
 
藤
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先
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の
極
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せ
し
果
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ま
で
赤

ー
い
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檎
の
古
里

わ
が
街
 

佐
々
木
 
ト

シ
「
エ
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き
父

の
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に

似
て
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半
身
き
か
ざ

る
老
ょ

吾
に

親
し
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蝦
 
名
 
麗
 
子
 

白
じ
ら
と
夜
の
明
け

て
ゆ
く
病
床
に
救
急

の
お
と
橋
を
渡
り
来
 

安
 
田
 
頴
 
導
 

絵
日
記
に

朝
顔
を
書

く
末
孫
の
瞳
か
が

や
き
陽

の
中
に
お
り
 

山
 
上
 
一
 
歩
 

育
て
た
る
我
に
頭
を
下
げ
る
が
に
稲
穂
の
垂
れ
て
み
の
る
嬉
し
き
 

斉
 
藤
 
由
 
雄
 

置
き
去
り
に
さ
れ
た
る
猫
は
餌
を
や
る
わ
れ
を
待
ち
居
り
三
匹
の
仔
と
 

ド
 
山
 
サ
 
ト
 

再
発

の
自
覚
あ
り
っ
っ
常

日
頃
朝
タ
の
ト

イ
レ

心
に
入
れ
る
 

北
 
川
 
要
一
一郎
 

フ
ェン
ス
に
絡
ま
り
仲
び
し
「
ぶ
ら実
の
蔓
梅
も
ど
き
の
も
み
じ
に
な
ご
む
 

番
 
場
 
允
 
映
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【材 料（4人分）】 

寒天 	1/2本 水 	2 カップ 

はちみつ…大さじ 3 牛乳 	200tn 
スキムミルク 	 大さじ 6 
練り黒ごま 	 大さじ 1 

骨も肌と同じように、 「新陳代謝」を繰
り返しています。古い骨が壊され、新しい
骨に生まれ変わる「骨代謝」によって、強
さとしなやかさを保っているのです。 
バランスのとれた食生活・十分なカルシ

ウムで丈夫な骨をつくりましょう。 

●

e
 

冬休み特別企画 

子ども楽しい料理教室 
チヂミ、あんみつなど子どもたちが大好きなメニューを食

生活改善推進委員会の会員がお手伝いしながら一緒につくり

ます。冬休みの楽しい思い出に、良い食習慣づくりに参加し

てみませんか。 

●1月10日岡9時30分～13時頃まで

働く婦人の家・保健センター 

◇対 	象・・・小学校低学年（保護者同伴も可） 

◇持参する物…ェプロン・三角巾・手拭き 

＊履物（大人サイズのものは有ります） 

◇料 	金・I・無 料 

◇申し込み先・・・会長三森敬子宅 TEL・FAX35-4593 
または健康福祉課（内線238）まで 

◇申込締切・・・12月27日圏先着30名。 

へ、 

牛乳嘩t製品を

使った料理③ 

五所川原市食生活改善推進員会 

すくすく健診 
◆場所…働く婦人の家・保健センター（新町バス停前） 

◆受付時間…12時30分から12時45分まで 

※ 3歳児健診のみは12時15分から12時30分まで 

◆持参するもの・・・母子健康手帳、バスタオル 

対象児 期 日 主 な 内 容 

4 カ月児 
健 	診 

平成14年 
8月生まれ 

平成15年 
1月 7日 

因 

小児科診察、身体計測、神経芽
細胞腫検査セット配付、離乳食

試食、育児情報交換等 

1歳 6 カ

月児健診 
平成13年 
7月生まれ 

1月21日
因 

小児科、歯科診察、歯
科保健指導、身体計測、 
発達相談等 

3 歳児 

検 	診 

平成11年 

9月生まれ 
1月16日
困 

＊対象者に個別通知します。 
小児科、歯科診察、身体計測、 
尿検査、視聴覚検査、発達相談 

※お願い 健診に来られなかった方は、健康福祉課までご連絡
ください。病気療養中のお子さんは、翌月の健診を受けるこ
とができます。健診当日は、駐車場が混雑しますので、市役
所駐車場もご利用くださし、 

母と子の相談日 1 
●この相談日を、お子さん、お母さん達の交流の場に

もご利用できますので、気軽においでください。 

◆場所…働く婦人の家・保健センター（新町バス停前） 

◆持参するもの・・・母子健康手帳 

開 設 日 時 間 内 	容 

1
5
H
(

7
iK
  

「

一
 撲

  

10 
13 
:00~ 12 
:00 - 	15 

:00 
:00 

・各月齢での成長、 
発達、育児、遊び、 
栄養（離乳食等）相談 
・子育て等の情報交換 

献血のご案内 
期 日 時 	間 場 	 所 

平成15年 
1月 7日因 

10 :00~ 15 :30 
イトーョーカドー、エルムの街
西側駐車場 

1月14日因 9 :30-14 :30 
成分献血】保健センター 
ご希望の方は、1月10日金まで 
健康福祉課へご連絡ください 

~ 

郵唇頑ぼ！講当 : Ir- ~ 

月 日 曜日 医療機関名 所 在 電 話 

12月22日 口
］
 
 

田辺胃腸科外科医院 
五所川原市
旭町40-1 35-6355 

12月23日 口
刀
 

佐藤仁外科胃腸科医院 
五所川原市
田町120 35-6311 

12月29日 日
  

楠美泌尿器科クリニック 
五所川原市
鎌谷町164-3 35-8250 

12月30日 月
  

っしまクリニック 
五所川原市
下り枝2-1 38-3456 

12月31日 火
  

おとも小児科内科クリニック 
五所川原市下り枝 8 
長内ビル 2階 

39-2151 

※ 1．対応時間電話で確認）9時から17時まで。 
2．その他、消防署（救急病院紹介云34-4999）で紹介します。  

・1人分：ェネルギー l36kcaI カルシウム 206mg 

【作り方】 

①寒天を水に浸し、柔らかくなったら固く絞り、 
小さくほぐす。 

②鍋に分量の水を入れて火にかけ、寒天を煮溶か
す。はちみつを加える。 

③スキムミルクを牛乳で溶き、鍋に加え、沸騰直
前まで火にかける。 

④③をこし器でこし、練りごまを加え良くかき混 
ぜる。粗熱をとり、冷蔵庫で冷やし固める。 
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